
問　

住
み
慣
れ
た
地
域
で

住
み
続
け
た
い
と
い
う
の

は
、
村
民
誰
も
が
願
う
こ

と
。
そ
れ
を
可
能
に
す
る

た
め
に
は
多
く
の
課
題
解

決
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の

中
で
も
地
域
の“

担
い
手

づ
く
り
〟
が
急
務
。
そ
の

第
一
歩
と
し
て
、
役
場
職

員
の
各
地
域
で
の
活
動
へ

の
参
加
が
必
要
で
あ
る
。

答　

行
政
全
般
の
知
見
を

持
つ
役
場
職
員
が
地
域
活

動
に
携
わ
る
こ
と
は
、
有

効
で
あ
る
と
認
識
す
る
。

問　

急
速
な
少
子
高
齢
化

社
会
の
到
来
に
よ
っ
て
、

防
犯
能
力
の
低
下
は
避
け

ら
れ
な
い
。
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
が
必
要
で
は
。

答　

犯
罪
抑
止
効
果
な

ど
を
検
証
し
て
具
体
的

に
進
め
る
。

問　

貧
困
（
厚
生
労
働

省
２
０
１
６
年
貧
困
率

15
．７
％
）
は
、
深
刻
な

問
題
で
あ
る
。
ま
た
、

８
０
５
０
問
題
へ
の
対
応

も
大
切
。

答　

生
活
困
窮
者
に
対
す

る
支
援
に
つ
い
て
は
、
県

が
主
体
。
村
で
は
早
期
発

見
や
福
祉
事
務
所
へ
の
情

報
提
供
な
ど
「
一
時
窓

口
」
の
機
能
を
果
た
し
て

い
る
。
８
０
５
０
問
題
に

つ
い
て
は
、
社
協
に
委
託

し
対
応
し
て
い
る
。

問　

空
き
家
・
空
き
地
の

（内閣府 HPより転載）
人口減少社会は、右肩上がりの高度成長期とは真逆の価値観を持つこと
が大切である。
使い捨て大量消費社会から、有限な資源を効率的に活用し、命や物を大
切にする持続可能な循環型社会へ。

問 高齢・人口減少社会課題解決策は
答 解決策には住民力アップが必要

存
在
が
目
に
付
く
。
周
辺

住
民
の
被
害
は
大
変
深

刻
に
な
っ
て
い
る
が
、
対

策
は
。

答　

本
村
の
空
き
家
は
、

令
和
元
年
12
月
末
時
点
で

１
９
８
件
。
現
在
、
空
き

家
条
例
制
定
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
る
。

問　

生
活
道
路
お
よ
び
街

灯
等
に
対
す
る
苦
情
・
要

望
が
多
い
が
、対
応
策
は
。

答　

路
面
の
損
傷
や
倒
木

等
に
つ
い
て
は
、
職
員
の

日
常
点
検
で
対
応
し
て

い
る
。
道
路
の
改
良
・
修

繕
工
事
・
街
灯
等
の
設
置

に
つ
い
て
は
、
現
場
調
査

し
計
画
的
に
整
備
を
進

め
る
。

問　
「
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
」

で
地
域
経
済
は

答
　
村
内
業
者
育
成
の
観

点
で
予
算
執
行
を

問　

予
算
の
執
行
は
、
村

内
業
者
（
建
設
業
・
商
店
・

委
託
業
者
等
）
内
で
公
平

公
正
に
回
る
仕
組
み
作
り

が
必
要
で
は
。

答　

村
が
発
注
す
る
工

事
、
部
品
購
入
、
業
務
委

託
に
つ
い
て
は
、
地
域
経

済
の
活
性
化
及
び
村
内
業

者
育
成
の
観
点
で
行
っ
て

い
る
。

問　

既
存
公
共
交
通
の
改

善
を

答
　
多
様
な
手
段
の
組
み

合
わ
せ
を
検
討

問　

利
用
者
の
立
場
に

立
っ
た
解
決
策
は
何
か
。

答　

路
線
バ
ス
・
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
の
改
善
や
拡

充
の
検
討
に
加
え
、
カ
ー

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
な
ど
多
様

な
選
択
肢
を
考
え
て
い

る
。

みすずの会

江
え

田
だ

　五
いつ

六
む

　議員
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代

表

質

問

ひきこもりの子をもつ家庭が高齢化し、50 代の中高年のひきこもりの子を 80 代
の後期高齢者にさしかかった親が面倒を見るケースが増えている社会問題。

8050問題とは…


